
さまざまに姿を変えるモノから
生活の知恵や日本とのつながりを発見

大
陸
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ア
ラ
ブ
の
商
人
が
伝

え
、
今
日
で
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
主
要
な
産
地
と
な

っ
て
い
る
。

日
本
へ
は
16
世
紀
半
ば
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ

っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
だ
。
そ
し
て

17
世
紀
初
旬
に
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
薬
味
で
あ

る
七
味
唐
辛
子
が
売
り
出
さ
れ
て
い
た
。

辛
味
の
正
体
は
カ
プ
サ
イ
シ
ン

ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
特
徴
で
あ
り
魅
力
と
な
っ
て
い

る
の
は
そ
の
辛
味
。
マ
イ
ル
ド
な
も
の
か
ら
ホ
ッ

ト
な
も
の
ま
で
品
種
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
料
理
に

独
特
の
風
味
を
加
え
る
と
と
も
に
、
人
間
の
味
覚

を
刺
激
し
て
い
る
。

こ
の
辛
味
の
正
体
は
カ
プ
サ
イ
シ
ン
と
呼
ば

れ
る
成
分
。
カ
プ
サ
イ
シ
ン
は
内
服
す
る
と
消
化

器
に
刺
激
を
与
え
、
唾
液

だ
え
き

や
胃
酸
分
泌
を
促
進
さ

せ
、
食
欲
増
進
、
強
壮
な
ど
の
効
果
が
あ
る
。
ま

た
外
用
で
は
皮
膚
を
刺
激
し
て
体
温
を
上
昇
さ

せ
、
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
凍
傷
な
ど
に

効
く
。
東
南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
で
は
、
ト
ウ
ガ
ラ

シ
を
医
薬
と
し
て
利
用
す
る
民
間
療
法
が
あ
る

と
い
う
。

近
年
は
体
脂
肪
の
燃
焼
、
便
秘
の
解
消
、
新
陳

代
謝
の
促
進
な
ど
の
効
果
が
注
目
さ
れ
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
食
品
や
育
毛
・
養
毛
剤
な
ど
に
も
使
わ
れ
て

い
る
。
ほ
か
に
も

抗
菌
作
用
、コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
低
下
、

発
ガ
ン
抑
制
な
ど

が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
世
界
中
で
研

究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
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コロンブスがアメリカ大陸を「発見」する以前から、中南米の

人々はトウガラシを栽培し、食用に利用していた。人々はトウガ

ラシをパンやイモにつけて食べ、魚や鳥の味付けに利用していた

という。中南米ではトウガラシは食生活には欠かせない存在であ

り、今も野生種から栽培ものまでさまざまな種類が利用されてい

る。通常の1000倍もの辛さを持つといわれるハバネロも、彼ら

にとっては一般的な食材だ。

コンビニに並ぶ激辛スナックやインスタ

ント食品、人気のイタリアンや中華、エス

ニック料理、そして毎日の食卓に並ぶ料

理まで、日本人の食生活には欠かせない

トウガラシ。そのスパイシーな刺激には、

体を元気にする秘密が隠されていた。

ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
も
た
ら
し
た
食
の
革
命

ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
世
界
の
食
文
化
に
与
え
た
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。
刺
激
的
な
辛
さ
で
知
ら
れ

る
タ
イ
料
理
や
イ
ン
ド
の
カ
レ
ー
、
中
国
の
四
川

料
理
、
韓
国
の
キ
ム
チ
、
イ
タ
リ
ア
の
パ
ス
タ
、
日

本
の
明
太
子
な
ど
、
世
界
各
地
の
郷
土
食
に
香
辛

料
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は

生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
食
べ
る
そ
れ
ま
で
の

食
事
を
、
楽
し
み
味
わ
う
も
の
へ
と
変
え
、
各
地

の
食
文
化
を
花
開
か
せ
た
立
役
者
な
の
だ
。

ト
ウ
ガ
ラ
シ
が
原
産
地
の
中
南
米
か
ら
世
界

各
国
に
広
ま
っ
た
の
は
15
世
紀
末
、
人
間
の
食
文

化
の
歴
史
の
中
で
は
最
近
だ
。
き
っ
か
け
は
コ
ロ

ン
ブ
ス
が
新
大
陸
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
持
ち
帰
っ

た
こ
と
。
当
時
高
価
だ
っ
た
ク
ロ
コ
シ
ョ
ウ
の
代

用
品
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
世
界
各
地
へ
瞬

く
間
に
広
ま
っ
た
。

特
に
、
イ
ン
ド
で
多
く
栽
培
、
消
費
さ
れ
、
ま

た
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が
育
成
さ
れ
た
。
ア
フ
リ
カ

第25 回

ダイエット食品
血行をよくし、新陳代謝を促し、脂肪を燃焼

させるカプサイシンに注目したダイエット食

品も多く作られている

医薬品

中南米のトウガラシは
色も辛さも多種多様

アンデスではふかしたジャガイモにロコトと呼

ばれるトウガラシをつけて食べる

「高麗胡椒」「南蛮胡椒」

「蕃椒」「唐辛子」と、日

本の呼び名はどれも海

外から渡来したことを

示している

皮膚を刺激し温める効果のあるトウ

ガラシ。トウガラシチンキや生薬の

バンショウが、筋肉痛、神経痛などの

外用薬や温湿布に使われている

トウガラシには甘味型、
辛味型、中間型がある。ピ
ーマンやパプリカも仲間
なんだよ

健康＆コスメ
血行を促進し体を温めるトウガラシ

の効果を利用した商品は種類も多い

「鷹の爪」は日本で最も辛味

の強い赤トウガラシのこと

加工食品
トウガラシを使った加工食品は日本でも大人気。また、

中国のラー油やアメリカのタバスコ、タイのチリソース、

イタリアのぺペロンチーノオイルなど、さまざまな調味

料が世界各地にある
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